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５／１８（木）１学期中間テストで学んだものは､､､
そして、６／１５（木）期末テストへ

初めての定期テストでした。お子さんの取り組みは、いかがでしたか。きっと授業の

大切さを感じた生徒が、多かったのではないでしょうか。授業を充実させるための予習、

授業を定着させるための復習も、自然と大切になってきます。以下、度数分布表を掲載

しました。

来週、６月１日（木）は、

期末テスト２週間前です。

 

「予習 → 授業 → 復習」の
サイクルを確立へ！

裏面に、教科担任からのコメントを掲載しました。





平成２９年度 1年生1学期中間テストを終えて（教科担任より）

【国語】

【漢字問題】「読み」の問題は教科書の新出漢字から、「書き」の問題は書き取りドリルから、
５問ずつ出題しました。「耳鼻科」を書けましたか？「鼻耳科」と書いた人が多くいました。
「耳」「鼻」の書き方の間違いも多くありました。漢字１０問を正解することができましたか？
書き取りやワークなどで一度間違えた漢字を「覚える」つもりで書きましょう。
【文章問題】「内容を読み取る問題」を中心に出題しました。どの問題も全体的によくできて
いました。期末テストに向けて、①言葉の意味をしっかりと確認する、②記述の問題をよく
復習する、この２点に注意して学習しましょう。
【全体として】字数制限がある問題への答え方、文章に接続する問題への答え方等、適切な
「答え方」で解答できない点を感じました。自分のテストをしっかり分析し、期末テストに
向けて準備を始めましょう。

【社会】

【地理】出題内容は「６大陸・３大洋の名前や、地図帳での探し方、国名・首都名と位置」
など、今後の学習をする上での基礎・基本でした。高い正答率でした。今後の授業は、「○○
大陸に位置する○○州や、○○洋に臨んでいる○○国を探しましょう」「地名○○を地図帳で
探しましょう」など、今までの学習内容を活用します。テスト内容を復習しましょう。
【歴史】歴史を詳しく学習し始める前に「歴史の流れ」について、大まかに学習する内容で
した。学習の定着度が高かったようです。
【その他】①自主勉強ノートの提出者６２名（５１％）、最高２４ページ。②歴史ワークの事
前提出者、７３名（６０％）。たくましい「こころざし」が感じられます。ワークは２、３回
目、繰り返し学習できました。立派です。

【数学】

小学校で学習した計算問題や、正の数・負の数についての基本的知識、加法・減法の計算
問題を中心に出題しました。平均点からも分かるように、大変よくできました。これは、他
教科と比較すると、家庭課題として「復習ノート」で毎日、計算練習したり問題を解いたり
した証だと考えます。今後、学習内容がどんどん難しくなります。定められた規定ポイント
数以上を重ねた者が、力を伸ばしていくようになると思います。
次回の期末テストに向けての対策は、数学に限らず、問題を解き終えたら、解答を見直す
習慣を身に付けましょう。また、「復習ノート」の取り組み方を見直して、日々の学習の中で
テスト勉強を進めていく学習習慣に切り替えてことも進めます。

【理科】
初めての定期テストで、勉強を頑張ったことがよく分かる解答が多く見られました。入学後の学習
内容についての問題では、多くの生徒が３０点満点で２０点以上となり、ワークや学習診断のプリン
トを復習し直したのだな、と感じました。
一方、小学校の学習内容についての問題では、２０点満点中で１０点以下の人が続出しました。採
点で感じたのは、「学習内容について何となく頭に入っているが、正確には答えられない」ことです。
中学校の内容に関しても、例えば、顕微鏡を置く場所について「水平」と解答するところを、「平ら」
と答えていました。小学校の内容でも、アリのあしや、トンボのはねのつき方を絵で描く問題も、細
かく図で描けない人が多くいました。この「何となく」という状態から抜け出せるように、ワークを
何度も解きましょう。そして、丁寧 に答え合わせしましょう。

【英語】

[放送問題] 小学校で外国語活動を経験してきたこともあり、皆さんは英語を聞き取る力が
十分に備わっていると感じました。しかし、数を聞き取る問題では、残念ながら多くの人が、
「ty」と「teen」を聞き分けることができず、苦戦をしていたようです。イントネーション、
発音などで判断できる力を段々と付けていきましょう。
[筆記問題] やはり全体的に勉強不足だった人が多いようです。「ライティングノート」では、
単語をたくさん書く練習をしていますか？難しい英語をたくさん並べて書いてみても意味が
ありません。文の意味を理解するために、まずは英単語をたくさん覚えることが一番のコツ
です。こつこつと丁寧に積み上げていけば、きっと書く力も付いていくと思います。様々な
場面の中で使われる、それぞれの表現をしっかりと授業の中で使用して、その後しっかりと
書く練習をすることで力が身につきます。ぜひ丁寧な学習で引き続き頑張りましょう。




